
 

 

 

 

 

 

 

 

江原小学校のみなさん、カセレーリエ！運動会が終わり、秋が深まっていく時期ですね。江原小学校の先

生たちから送られてきた運動会の写真や動画を見て、みなさんの輝いている姿に感動しました。 

ポンペイの小学校では日本のような運動会は行われていません。と思っていたら、つい先日１学期が終わ

ったことをお祝いするイベントが開かれました。１年生から 8 年生までの子どもたちが８つのカラーに分か

れて競技を行い、順位を競います。「これは運動会じゃないか！」と驚きました。綱引きやいす取りゲーム、

ボール送りなど私たちのよく知っている競技も行われていました。 

 

 

 

 

 

 

 

2 年生のボール送り         6 年生の椅子取りゲーム         8 年生の綱引き 

 

さて、ミクロネシアニュース第一号ではポンペイに今でも残る日本のことば、食べ物、名前をお伝えしま

した。今回は続編としてポンペイに残る、日本に縁のある場所を紹介していきます。その前に少しだけ、

日本とポンペイの歴史について学んでいきましょう。（参考：コロニアタウン散策ツアー冊子、2015 年） 

 

日本がポンペイを統治（国土や人民を支配すること）していたのは 1914 年から 1945 年までの 31 年間で

した。実はその前にも他の２つの国によって統治が行われていました。  

〇スペイン統治（1886－1899 年）14 年間 

→1886 年スペインはグアム、サイパンなどのマリアナ諸島、カロリン諸島 

（現在のミクロネシア）の領有権を宣言、カトリック教の布教につとめました。 

→1899 年にスペインはアメリカに敗戦、ミクロネシアを含むカロリン諸島をドイツに譲渡しました。 

 

〇ドイツ統治（1899－1914 年）15 年間 

→ドイツはポンペイ人の 16 才から 45 才までの働ける人に低賃金で強制労働を課し、道路 

 水路・橋などの建設に従事させました。 

→1914 年第一次世界大戦で日本はドイツに対して宣戦布告し、ドイツ領であった中国のチンタオを占領し

ました。また日本は 4 隻の艦船をポンペイ・レンゲル島に入港させ無血占領しました。1920 年に第一次

世界大戦が終結し、国際連盟によってポンペイに対する日本の委任統治が認められます。 
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〇日本統治（1914－1945）31 年間 

→民間統制がはじまり、人々はサカオを飲むことを禁じられ、違反したものは 

ムチ打ちの刑に処されました。（サカオはポンペイの伝統的な飲み物で、現地の人に愛されています） 

→同化政策をとりながら、農業や漁業を中心とする殖産産業が推進され、日本からの移民も多数来ました。 

 

→1944 年、連合軍の攻撃。118 トンもの爆弾、6,000 発の焼夷弾がコロニア市街に落とされました。その後

空襲もありましたが、連合軍は上陸せず、1945 年 8 月 22 日をもって停戦となりました。 

→後移住していたすべての日本人は帰国させられます。終戦時には 14,000 人の日本人がコロニアに住んで

いました。当時現地人は 5,400 人ほどでしたので現地人の 2 倍以上の日本人がいたことになります。 

 
日本統治の歴史がのこる場所（２０１９年 10 月に撮影） 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

プロテスタント教会（田中教会） 

1930 年代初頭に、日本人がお金を出

して建てられたプロテスタント教会

で、戦時中は日本軍の兵舎や倉庫に使

われていました。外見はとても古いで

すが、中に入るととてもきれいな内装

でした。現在も現地の人が集う教会で

す。 

第二グラウンド 

とても大きなグラウンドで、観客席も

あります。現在はソフトボールや野球

の試合に使われています。写真の看板

には“DAINI FIELD” 「だいにふぃー

るど」と書かれています。第一グラウ

ンドはまだ見つけていません。 

ポナペ国民学校門 

現地ポンペイ人の子どもが通いまし

た先生はすべて日本人。日本語で算数

や国語、農業や工作などが教えられま

した。歴代の天皇の名前などを暗記さ

せられ、できないとビンタをされ、家

に帰れなかったそうです。 

ナンボウ百貨店 

南洋貿易のデパートは 1944 年の爆撃

を逃れた数少ない現存する建物です。 

現在は魚や弁当が売られ、市場として

使われています。とても丈夫な建物

で、日本人の建築技術が当時から素晴

らしかったことを実感できます。 

商店街のあった通り 

通りの右側には菓子屋、ビリヤードの

お店、ケーキ屋が並んでいました。 

向かいには交番もありました。戦後、

日本人は退去させられたため、今はア

パートや家があり、お店のあとはのこ

っていません。 

泰安殿 

天皇と皇后の写真と教育勅語を納め

ていた建物で、学校校舎内に設置され

ていました。現在はアパートの裏手に

ひっそりとあり、手入れもされていま

せん。コンクリート製なのできれいに

残っています。中をのぞきましたが何

もありませんでした。 


